



































































　平成 27（2015）年度に吉田が実施した「中等国語科指導法Ⅰ（受講生 36 名）」における、
①②③の取り組みを授業実践例を挙げて報告する。
3　「中等国語科指導法Ⅰ」の授業の概略
　受講生 36 人の内訳は、教育学部の 2年生 10 名・3 年生 10 名（計 20 名）、人文学部の 2










































授業 30 分、「指導観」の記述・検討 20 分である。たとえば、第⑷時における「A話すこと・
聞くこと」では、中学校 2年生を想定して、「『ネットニュース』をキャッチ！」という提案
（モデル）授業を実施した。具体的には、次のような言語活動である。








　受講生 36 人を 4人組で 9班に編成した。授業の時間配分は、1時間で 2班実施する場合は、
1班目模擬授業 40 分、評価表記入 4分、吉田講評 1分を 2回繰り返す設定である。1班が実
施の場合は、模擬授業 40 分、評価表記入 4分、吉田講評 1分、単元全体についての吉田講
評 15 分、「指導観」記述・検討 30 分の設定である。
　模擬授業は受講者全員が実施する。具体的には、次のような形式で行った。



























































































































































































































－『ごんぎつね新聞』における問題傾向の考察－」『上越教育大学研究紀要』第 24 巻第 2号：
317－332
　　坂口京子（2008）「教師教育としての言語の教育－小学校教員養成課程における実践「イ
ンタビュー作文」『ひと』」を中心に－」記念論文編集委員会編『浜本純逸先生退任記念論
文集　国語教育を国際社会へひらく』溪水社：199－211
⑷　それぞれの領域・事項で模擬授業を実施した単元は、以下の通りである。
　①「B　書くこと」
　　「観光パンフレットを批評しよう～説得力のある文章を書く～」（中 3）（「評価規準の作
成、評価方法等の工夫改善のための参考資料【中学校　国語】」：47－54）
　②「C　読むこと」
　　「『少年の日の思い出』を朗読しよう～自分のものの見方や考え方を広げる～」（中 1）（「評
価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料【中学校　国語】」：62－67）
－ 57 －
（114）
　③〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（古典）〕
　　「あづま下り（伊勢物語）を双六にしよう～文章の構成や展開を確かめる～」（国語総合）
（「評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料【高等学校　国語】」：50－
55）
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教育法』の連携と接続をめぐる改善の試み－『国語科指導法』における実践的指導力の形
成を軸として－」『尚絅大学研究紀要』第 46 巻：1－14
時田詠子（2009）「教員養成課程における『実践的指導力』の捉え方に関する一考察－当事
者の捉え方の違いに着目して－」『早稲田大学大学院教育学研究科紀要　別冊』17 号⑴：
249－259
【附記】
　本稿は、科学研究費助成事業 15k04446「『小学校・中学校・高等学校の共通教材（古文）』
の段階的・系統的な指導に関する研究」による成果の一部である。
（よしだ　しげき・高知大学）
－ 56 －
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